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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年3月25日(2010.3.25)

【公開番号】特開2008-304807(P2008-304807A)
【公開日】平成20年12月18日(2008.12.18)
【年通号数】公開・登録公報2008-050
【出願番号】特願2007-153447(P2007-153447)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｈ   1/02     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/244    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/24     (2006.01)
   Ｇ０３Ｈ   1/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｈ   1/02    　　　　
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５１６　
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５２２Ａ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５２２Ｚ
   Ｇ０３Ｈ   1/26    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月9日(2010.2.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
２００～１０００ｎｍの範囲の吸収スペクトルにおいて、モル吸光係数が５，０００ｍｏ
ｌ・ｌ・ｃｍ-1以上となる波長λ1ｎｍを有するラジカル重合性モノマー、チタノセン系
ラジカル重合開始剤、多官能イソシアネートおよび多官能アルコールを含有することを特
徴とする光記録用組成物。
【請求項２】
波長λ1はラジカル重合性モノマーの吸収極大波長である請求項１に記載の光記録用組成
物。
【請求項３】
ラジカル重合性モノマーは、３５０～７５０ｎｍの範囲の吸収スペクトルにおいて、モル
吸光係数が１００ｍｏｌ・ｌ・ｃｍ-1以下となる波長λ2ｎｍを有する請求項１または２
に記載の光記録用組成物。
【請求項４】
チタノセン系ラジカル重合開始剤は、下記一般式（Ｉ）で表されるチタノセン系ラジカル
重合開始剤である請求項１～３のいずれか１項に記載の光記録用組成物。
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【化１】

［一般式（Ｉ）中、Ａｒ1およびＡｒ2は、それぞれ独立に、置換されてもよいアリール基
である。］
【請求項５】
一般式（Ｉ）で表されるチタノセン系ラジカル重合開始剤は、下記一般式（ＩＩ）で表さ
れるチタノセン系ラジカル重合開始剤である請求項４に記載の光記録用組成物。

【化２】

［一般式（ＩＩ）中、Ｒ1～Ｒ6は、それぞれ独立に、水素原子、ハロゲン原子またはヘテ
ロ環基を表す。］
【請求項６】
チタノセン系ラジカル重合開始剤は、ビス（η－５－２，４－シクロペンタジエン－１－
イル）ビス〔２，６－ジフルオロ－３－（１Ｈ－ピロール－１－イル）〕フェニルチタニ
ウム、ビス（η－５－２，４－シクロペンタジエン－１－イル）ビス（２，６－ジフルオ
ロ）フェニルチタニウム、およびビス（η－５－２，４－シクロペンタジエン－１－イル
）ビス（２，３，４，５，６－ペンタフルオロ）フェニルチタニウムからなる群から選ば
れる少なくとも一種である請求項５に記載の光記録用組成物。
【請求項７】
ラジカル重合性モノマーは、下記一般式（Ｃ－１）、（Ｃ－２）、（Ｃ－３）、（Ｃ―４
）、（Ｃ－５）または（Ｃ－６）で表される少なくとも一種のラジカル重合性モノマーを
含む請求項１～６のいずれか１項に記載の光記録用組成物。
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【化３】

［上記式中、Ｒ11、Ｒ21、Ｒ31、Ｒ41、Ｒ51およびＲ61は、それぞれ独立に、水素原子、
ハロゲン原子、ラジカル重合性基、ラジカル重合性基によって置換されてもよいアルキル
基、アリール基、ヘテロ環基、アルコキシ基、アリールオキシ基、アルコキシカルボニル
基、アリールオキシカルボニル基、カルバモイル基、スルファモイル基、アミノ基、アシ
ルオキシ基、アシルアミノ基、水酸基、カルボン酸基、またはスルホン酸基を表し、Ｒ12

、Ｒ13、Ｒ14、Ｒ22、Ｒ32、Ｒ33、Ｒ42、Ｒ43、Ｒ44、Ｒ52、Ｒ53、Ｒ62、Ｒ63およびＲ
64は、それぞれ独立に、水素原子、ラジカル重合性基、ラジカル重合性基によって置換さ
れてもよいアルキル基、アリール基、またはヘテロ環基を表し、Ｘ1、Ｘ4、Ｘ5およびＸ6

は、それぞれ独立に、酸素原子、硫黄原子、セレン原子またはＣＲａ2を表し、Ｒａは水
素原子またはアルキル基を表し、Ｙ3およびＹ4は、それぞれ独立に、酸素原子、硫黄原子
またはセレン原子を表す。一般式（Ｃ－１）中、Ｒ11～Ｒ14の少なくとも１つはラジカル
重合性基を有し、一般式（Ｃ－２）中、Ｒ21およびＲ22の少なくとも１つはラジカル重合
性基を有し、一般式（Ｃ－３）中、Ｒ31～Ｒ33の少なくとも１つはラジカル重合性基を有
し、一般式（Ｃ－４）中、Ｒ41～Ｒ44の少なくとも１つはラジカル重合性基を有し、一般
式（Ｃ－５）中、Ｒ51～Ｒ53の少なくとも１つはラジカル重合性基を有し、一般式（Ｃ－
６）中、Ｒ61～Ｒ63の少なくとも１つはラジカル重合性基を有する。］
【請求項８】
ホログラフィック記録用組成物である請求項１～７のいずれか１項に記載の光記録用組成
物。
【請求項９】
請求項８に記載のホログラフィック記録用組成物から形成された記録層を有するホログラ
フィック記録媒体。
【請求項１０】
請求項９に記載のホログラフィック記録媒体へ情報光および参照光を照射することにより
、ホログラフィック記録媒体が有する記録層に干渉像を形成すること、ならびに、
干渉像が形成されたホログラフィック記録媒体へ再生光を照射すること、
を含む情報記録再生方法。
【請求項１１】
再生光として、下記式（１）を満たす波長λ3ｎｍの光を使用する請求項１０に記載の情
報記録再生方法。
λ3－１００≦λ1＜λ3 ・・・（１）
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　即ち、上記目的を達成する手段は、以下の通りである。
[１]２００～１０００ｎｍの範囲の吸収スペクトルにおいて、モル吸光係数が５，０００
ｍｏｌ・ｌ・ｃｍ-1以上となる波長λ1ｎｍを有するラジカル重合性モノマー、チタノセ
ン系ラジカル重合開始剤、多官能イソシアネートおよび多官能アルコールを含有すること
を特徴とする光記録用組成物。
[２]波長λ1はラジカル重合性モノマーの吸収極大波長である[１]に記載の光記録用組成
物。
[３]ラジカル重合性モノマーは、３５０～７５０ｎｍの範囲の吸収スペクトルにおいて、
モル吸光係数が１００ｍｏｌ・ｌ・ｃｍ-1以下となる波長λ2ｎｍを有する[１]または[２
]に記載の光記録用組成物。
[４]チタノセン系ラジカル重合開始剤は、下記一般式（Ｉ）で表されるチタノセン系ラジ
カル重合開始剤である[１]～[３]のいずれかに記載の光記録用組成物。
【化１】

［一般式（Ｉ）中、Ａｒ1およびＡｒ2は、それぞれ独立に、置換されてもよいアリール基
である。］
[５]一般式（Ｉ）で表されるチタノセン系ラジカル重合開始剤は、下記一般式（ＩＩ）で
表されるチタノセン系ラジカル重合開始剤である[４]に記載の光記録用組成物。
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【化２】

［一般式（ＩＩ）中、Ｒ1～Ｒ6は、それぞれ独立に、水素原子、ハロゲン原子またはヘテ
ロ環基を表す。］
[６]チタノセン系ラジカル重合開始剤は、ビス（η－５－２，４－シクロペンタジエン－
１－イル）ビス〔２，６－ジフルオロ－３－（１Ｈ－ピロール－１－イル）〕フェニルチ
タニウム、ビス（η－５－２，４－シクロペンタジエン－１－イル）ビス（２，６－ジフ
ルオロ）フェニルチタニウム、およびビス（η－５－２，４－シクロペンタジエン－１－
イル）ビス（２，３，４，５，６－ペンタフルオロ）フェニルチタニウムからなる群から
選ばれる少なくとも一種である[５]に記載の光記録用組成物。
[７]ラジカル重合性モノマーは、下記一般式（Ｃ－１）、（Ｃ－２）、（Ｃ－３）、（Ｃ
―４）、（Ｃ－５）または（Ｃ－６）で表される少なくとも一種のラジカル重合性モノマ
ーを含む[１]～[６]のいずれかに記載の光記録用組成物。

【化３】

［上記式中、Ｒ11、Ｒ21、Ｒ31、Ｒ41、Ｒ51およびＲ61は、それぞれ独立に、水素原子、
ハロゲン原子、ラジカル重合性基、ラジカル重合性基によって置換されてもよいアルキル
基、アリール基、ヘテロ環基、アルコキシ基、アリールオキシ基、アルコキシカルボニル
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基、アリールオキシカルボニル基、カルバモイル基、スルファモイル基、アミノ基、アシ
ルオキシ基、アシルアミノ基、水酸基、カルボン酸基、またはスルホン酸基を表し、Ｒ12

、Ｒ13、Ｒ14、Ｒ22、Ｒ32、Ｒ33、Ｒ42、Ｒ43、Ｒ44、Ｒ52、Ｒ53、Ｒ62、Ｒ63およびＲ
64は、それぞれ独立に、水素原子、ラジカル重合性基、ラジカル重合性基によって置換さ
れてもよいアルキル基、アリール基、またはヘテロ環基を表し、Ｘ1、Ｘ4、Ｘ5およびＸ6

は、それぞれ独立に、酸素原子、硫黄原子、セレン原子またはＣＲａ2を表し、Ｒａは水
素原子またはアルキル基を表し、Ｙ3およびＹ4は、それぞれ独立に、酸素原子、硫黄原子
またはセレン原子を表す。一般式（Ｃ－１）中、Ｒ11～Ｒ14の少なくとも１つはラジカル
重合性基を有し、一般式（Ｃ－２）中、Ｒ21およびＲ22の少なくとも１つはラジカル重合
性基を有し、一般式（Ｃ－３）中、Ｒ31～Ｒ33の少なくとも１つはラジカル重合性基を有
し、一般式（Ｃ－４）中、Ｒ41～Ｒ44の少なくとも１つはラジカル重合性基を有し、一般
式（Ｃ－５）中、Ｒ51～Ｒ53の少なくとも１つはラジカル重合性基を有し、一般式（Ｃ－
６）中、Ｒ61～Ｒ63の少なくとも１つはラジカル重合性基を有する。］
[８]ホログラフィック記録用組成物である[１]～[７]のいずれかに記載の光記録用組成物
。
[９][８]に記載のホログラフィック記録用組成物から形成された記録層を有するホログラ
フィック記録媒体。
[１０][９]に記載のホログラフィック記録媒体へ情報光および参照光を照射することによ
り、ホログラフィック記録媒体が有する記録層に干渉像を形成すること、ならびに、
干渉像が形成されたホログラフィック記録媒体へ再生光を照射すること、
を含む情報記録再生方法。
[１１]再生光として、下記式（１）を満たす波長λ3ｎｍの光を使用する[１０]に記載の
情報記録再生方法。
λ3－１００≦λ1＜λ3 ・・・（１）
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　本発明の光記録用組成物における前記バインダー形成成分の含有量は、固形分で、５０
～９７質量％が好ましく、７０～９５質量％がより好ましい。前記含有量が５０質量％以
上であれば、良好な記録特性を得ることができ、９７質量％以下であれば、良好な感度を
得ることができる。また、本発明の光記録用組成物における多官能アルコールと多官能イ
ソシアネートとの混合比には特に制限はないが、硬化の観点から、ヒドロキシル基とイソ
シアネート基のモル量比が近いことが好ましく、ヒドロキシル基：イソシアネート基が４
：３～３：４が好ましく、６：５～５：６がより好ましく、１：１が最も好ましい。
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